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はじめに 紫外光照射による殺菌効果については広くその有効性が知られており、紫外光応用の分

野の一つとなっている。また、近年の新型コロナウイルスのまん延によって、ウイルスに対する

不活化作用についても広く知られることとなり、今後紫外光による殺菌・ウイルス不活化のため

の技術開発・製品開発が進むことが予想される。近年、我々の研究グループも、紫外光によるウ

イルスの不活化 1や農作物の病原菌の殺菌 2について報告している。この中で、特に紫外光の照射

条件等における定量性に注目して議論を進めており、得られた知見が直接的に実用化研究に活用

できることを目指している。このような観点において、用途に応じた最適な紫外光源の選択は、

基本的かつ重要な要素であると考えられるが、我々の知る限り、発光スペクトルが異なる種々の

紫外光源の殺菌能力を比較・検討するための、広く認知された手順や評価指標は見当たらない。

本研究では、各種紫外光源の殺菌効果を定量的に推定するための手順について検討を行った。 

実験方法および結果 各種紫外光源の発光スペクトルを測定し、これを規格化する(図１(a))。次に、

紫外光による殺菌効果・ウイルス不活化作用のメカニズムである DNA・RNA 中のチミンの 2 量

化に基づく不活化効果曲線 3 

(不活化効果係数スペクトル)

を推定する(図１(b))。ここで

は推定値に基づく近似曲線

を用いた。最終的に、この 2

つのスペクトルの積をとる

ことで、実効的な殺菌効果の

スペクトルを得ることが

できる。更に、このスペク

トルを積分することで、各光源のトータル殺菌能力を数値化して推定できると考えられる。 

まとめ 紫外光の波長に依存した不活化効果係数を用いることで、異なる発光スペクトルを有する

紫外光源毎にトータル殺菌能力の推定手順を提案した。この手順を基本として、光源出力や配光

特性等を導入することで、精度の高い殺菌効果推定が可能になると期待される。 
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図１ (a)規格化発光スペクトルと(b)不活化効果曲線(近似曲線) 
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